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2025年９月例会プログラム 
担当A班：稲葉、並木（真）、長谷川、小口 

会場：北野事務所 ２F大会議室 

受付：稲葉恵子  司会：並木 真 

＜プログラム＞ 

開会点鐘               長谷川あや子会長 

ワイズソング              一 同 

ワイズの信条              一 同 

聖書朗読・祈祷           小口多津子 

ゲスト・ビジターの紹介       長谷川あや子会長 

卓話「脳と“こころ”の不思議な関係—無意識と意識－」 

  お話・・・山口和彦ワイズ（東京町田コスモス会長） 

        国立精神神経センター（小平）客員研

究員。専門は脳神経科学。 

東京YMCA報告    西嶋健太・わくわくヴィレッジ館長 

クラブからの諸報告         長谷川あや子会長  

スマイル                稲葉恵子 

ハッピーバースデー（大久保重子、稲葉憲司） 会長 

閉会点鐘                長谷川あや子会長 

 

 

 

 
 

合同例会 開会挨拶 
司会：並木 信一 

これから、東京八王子ワイズメンズクラブ、東京多摩ス

マイルワイズメンンズクラブの

合同例会をはじめさせてい

ただきます。プログラムの中

では、八王子クラブの新旧

会長の引継ぎ式も加えさせ

ていただいていますのでご

承知おきください。。 

わたくしは今、声帯にポリ

ープができていて、手術を必要としており、声があまり出

ないんですね。したがって、思いやりの心を持って私がし

ゃべっている時にはお口を閉じていただくようご協力を

お願いいたします。今日の合同例会ですけれども、4時

半から2時間のプログラムになっています。今日参加予

会 長   長谷川 あや子 

副会長   久保田 貞視 

書 記   小口 多津子 

会 計   稲葉 恵子 

直前会長  並木 真 

担当主事  西嶋 健太 

ブリテン  山本英次 大久保重子 

 

国際会長 エドワード・オン（シンガポール）主題「信念、愛、行動」 

スローガン「共に、より強く」 

アジア太平洋地域会長 田上 正（熊本むさし） 主題 「信念と愛を持って行動しよう！」 
  スローガン 「YMCA、ユースと共に地域社会に貢献しよう」 
東日本区理事 山下 真（十勝） 主題「ワイズのらしさ再発見」 

スローガン「Change!」 

あずさ部部長 山口 直樹（東京武蔵野多摩） 主題「垣根を低くし、活発な活動を」 

八王子クラブ会長 長谷川 あや子 主題「若い人の成長を願い、ともに歩む」 

  

 

  

 

 

  

 

  

 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

巻 頭 言 

今月の聖句 

イエスは弟子たちに言われた。「よく言っておく。金持ちが天の国に入るのは難しい。 
重ねて言うが、金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」弟子たちは

これを聞いて非常に驚き、「それでは、誰が救われるのでしょう」と言った。 
                            （新約聖書 マタイによる福音書 19：23-25） 
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定の方、まだこれからいらっしゃる方も含めて、全体で29

名ということになっています。参加者のお名前は今日お

配りしているプログラムに（ちょっと字が小さくって読みにく

いかもしれないですけど）、記載してあります。お申込み

時期の関係で、お名前漏れている方3名いらっしゃいま

す。多摩スマイルクラブの為我井さん、それから寺沢さ

ん。それとあと一人、八王子クラブで望月さん、全部で29

名です。 

今日は8月9日で長崎に原爆が投下されて、ちょうど

80周年の記念日に当たっています。今日１１時2分に

長崎で鐘が鳴らされました。テレビでご覧になった方もい

らっしゃると思います。こういうことで、プログラムには、サト

ウﾊﾁﾛー 、西条八十の歌、「長崎の鐘」を掲載しました。平

和への思いを共にしつつ、今日のこの時を過ごしましょ

う。 

 今日のプログラムの進行ですが、前半は私、並木が、

後半は八王子クラブの新人で期待の星、西嶋さんがつ

とめます。 

それでは、6時半まで、皆様のご協力をいただきなが

ら、ご一緒に楽しい交わりの時を過ごさせていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

会長挨拶 
 

 

 

東京八王子クラブ会長の長谷川でございます。 

今日はようこそ八王子にお越しくださいました。 

東京多摩スマイルクラブの皆さ

まとのお付き合いは前身の多摩

みなみクラブの設立当初から始

まり、そして藤田先生の「プランタ

ー野菜講座」には八王子クラブか

ら何人もの方が最初からずっと受

講させて頂いています。   

又、八王子クラブのチャリティコ

ンサートには毎年ご協力いただ

いております。日頃からこのような

交流はあるのですが、二つのクラブの合同例会というの

は初めての経験です。 

実は東日本区理事の山下真さんからメールを頂きまし

た。サプライズで訪問したいと、航空券までもお取りにな

ったそうですが、今晩、YMCAでの行事もあり、残念です

が行かれませんというメールでした。 

理事には事前にご案内もしませんでしたが、両クラブ

のブリテンをお読みなってすごく感動して下さいました。

今日は山下理事の熱い思いに応えられるような楽しいひ

とときを持ちたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

並木 真直前会長から 

長谷川あや子新会長へ 

 

 

八王子クラブ 長谷川あや子会長 

 

八王子クラブ新旧会長引継ぎ式 
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【プランター野菜講座】より 

《慈有塾》・《こども食堂・ほくの家》へ寄付金贈呈 

副塾長：宮道 敬さん 

所長：荒井  永理さん 

 

 

 

 

 

 

 

贈呈：綿引康司会長より 

 

乾杯の音頭 
深尾 香子 様 

 

東新部部長 多摩スマイルクラブ会員 
八王子クラブさんとの合同例会の機会が持てましたこ

と、本当にうれしく思います。 

本日は、東新部長と

いう肩書でこの場を頂

いておりますが、八王

子さんから見ると、これ

はお隣の部になりまし

て、こちらは現在50名

ほどの在籍者により各

種の奉仕活動を行って

おります。 

また所属クラブは、

設立からようやく１０年

になろうかというまだま

だ発展途上の団体ですが、数あるワイズメンズクラブの

中でも地理的に最も八王子さんに近く、設立準備の時か

ら、常に多くのご協力を頂き続けて今日に至ります。 

さて、既に皆さんグラスをお持ちで、お待たせしないよ

うに詳細は割愛しますが、今日私がここに立たせて頂い

ているのは、久保田さん、長谷川さん始め八王子クラブ

の皆さまとの出会いが原点であります。 

この場をお借りしてもう一度感謝の気持ちをお伝えし、

ここに集ったすべての方 と々これからも親しくお付き合い

させて頂き、皆でワイズ活動に邁進できますことを願っ

て、乾杯の言葉とさせて頂きます。 

 

 

肩を並べて 

深尾東新部部長と並木真直前会長 
 

 

多摩スマイルクラブ 
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Appeal  Time 

八王子クラブ 
会長 長谷川あや子 

八王子クラブは現在11名ですが、直近10年の

間に3名の新しい方が入会され、今年度から 

担当主事も新しい方になりクラブに新しい風が吹い

ています。 

2017年に花輪宗命さん、2019年に並木真さ

ん、2023年に稲葉恵子さん、そして担当主事の

西嶋健太さんです。 

先の話ですが、クリスマス例会は例年大学セミナ

ーハウスで行っておりましたが、今年は高尾の森わ

くわくビレッジで行うことになりました。近くなり

ましたら改めてご案内をいたします。 

 

多摩スマイルクラブ 
会長 綿引康司 

「東京YMCA インターナショナル・チャリティー

ランへの参加のお願い」 

東京YMCA会員部の熊沢さんからぜひワイズの

皆様にアピールしてくださいとのことで、ご案内さ

せていただきます。来る９月27日（土）に第39

回東京YMCAインターナショナル・チャリティー

ランが開催されます。皆様のご参加、ぜひお願いし

ます。 

八王子クラブさんは例年チームスポンサーとして

参加されています。今年もぜひお願いいたします。 

個人では、アプリを使ったウォーキングの部に

2000円で参加できますので、こちらもぜひ皆さ

んご参加お願いいたします。 

また当日のボランティアも募集しています。詳し

くはお配りしたパンフレットをご覧ください。 

中央大学ひつじぐも 
法学部3年 副委員長 石原島伶名 

こんにちは。中央大学ひつじぐも石原島伶名です。 

活動は、ゴミ拾いだったり児童館だったり、その

他にもいろんな活動をやっているのですが、最近は

企画係という係もできたので、イオンなどで大きな

イベントも行っています。今年は、新歓の活動もみ

んなで特に力を入れてやったので、すごくたくさん

の１年生が参加してくれました。 

具体的に言うと、池

袋の方でゴミ拾いを

開いて、ゴミ拾いの

後にご飯会も行った

のですが、2・3年生

も合わせて50名ぐ

らいの方が参加して

くれました。みんな

で楽しくゴミ拾いを

しながら、その後に

ご飯を食べることが

できてすごく良かっ

たと思っています。 

その他には、八王子ク

ラブの皆さんがバーベキューと草刈の活動にご招待

してくださったので、草刈は雨でできなかったので

すが、皆さんと室内でゲームをしたり、色々な活動

できて楽しかったです。 

ありがとうございました。 

他にもワイズの皆さんの支援と協力のおかげで、

多くの学生が海外派遣など様々な活動を幅広く行う

ことができています。ひつじぐもの活動にはワイズ

の皆さんの力がとても大きいので、本当にありがと

うございます。どうぞこれからもよろしくお願いし

ます。 
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A班 
並木 真さん（八王子クラブ） 

皆さん改めまして、東京八王子クラブの並木真と申しま

す。よろしくお願いします。私の仕

事は、野菜の種を販売するメーカ

ー勤務なので野菜のご相談があり

ましたら、藤田先生とともに、私にも

お声がけを頂ければと思います。

今年度、東日本区でユース事業主任でございますので、

ぜひ皆様よろしくお願いします。ありがとうございます。 

 

田中博之さん（多摩スマイルクラブ） 

8月1日から3日にかけて熊本にて580人を超える登

録者でアジア太平洋地域大会が開催されました。 

私は、7 月 26 日から熊本に

入り、大会の前に開催された国

際議会の運営や大会の準備に

携わり、また、大会の公式カメラ

マンおよび大会ブリテンの編集

長を務めました。毎朝前日まで

の大会アルバムを提供し、大会ブリテンを発行しました。

さすがに疲れましたが、皆さんに喜んでいただけたようで、

やり甲斐のある仕事でした。 

さて、熊本の次は、東日本区の番です。次の次のアジ

ア太平洋地域大会か、国際大会をぜひ東京で開催しま

せんか？東京で最後に大会が開催されたのは 1959 年

です。 

東日本区のそして東京のワイズメンの元気を取り戻し、

新しい人たちを呼び込むパワーの源にできればと思って

います。 

 

山口和彦会長（町田コスモスクラブ） 

今日はビジターでまいりました。東京町田コスモスクラ

ブの会長しております山口和彦と申します。まだ町田コ

スモスクラブに入って一年

半なのですが、この度、会

長に指名されました。 

実はYMCAは14、5歳

の頃からお付き合いがあ

りまして、並木シニアが武

蔵野、世田谷、目黒3ブランチ体制のもとでディレクタ－

をされていた頃のメンバー、リーダーでした。東京YMCA

会員部の蔵知さんも、私の中学生の時のリーダーでし

た。ワイズの皆さんの中には初めましての方も多いので

すが、今日は押しかけてまいりました。 

 やはり東京YMCAの東陽町センターから見ると、多

摩地区は西に外れたような感じがあるので団結していろ

んなことをしていかないと、考えています。できればお互

い顔を知って交流を深めていただきたいと思っておりま

す。 

あと武蔵野多摩クラブにおります山口直樹さんは、親

戚ではないのですが、高校生の頃からの目黒YMCAで

の深い付き合いですので、そのつながりもあって、多摩

地区で皆さまとご一緒に活動していければと思っていま

す。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

久保田貞視さん（八王子クラブ） 

八王子ワイズメンズクラブの久保田です。八王子クラ

ブは設立 30 周年記念例会を

去年実施ました。最初の仕事

を辞めてから、ある程度余裕

ができましたので、55 歳でワイ

ズに入会、それから31年経ち

ました。これまで国際大会、ア

ジア地域大会にも参加して来ました。 

ワイズメンズクラブは、YMCA に協力すること、地元で

の地域奉仕が活動の主体です。我々が今幸福なのは

ひつじぐもの学生と２０年以上交流が続いていることです。 

毎年のチャリティーコンサートでもひつじぐもの学生に応

援してもらい年寄りのワイズにとっては非常にありがたい

です。みんなで楽しく出来ることが大事ですね。それから

先日、永年、東京YMCAの総主事をしていた菅谷さんの

名前が LINE に出ていたので、メールを入れたらサム久

保田とあるので、どこの久保田さんかと聞いて来られ、八

王子ワイズと伝えたところ次のメイルが届きましたので読

ませていただきます。 

「これはこれは久保田貞視さんでしたか。大変失礼しまし

た。ハンドルネームにサムと会って、外国人の方と勘違い

しました。昨年は永年会員に登録ありがとうございました。
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またその節は財団法人の評議員として貴重なご意見い

ただきありがとうございます。私が後継として見込んだ星

野総主事が頑張っていると聞き嬉しい限りです。会員の

皆さんも職員も私が病気だったのでメイルしないように気

を使ってくれているのかなと。唯一多摩スマイルの伊藤

先生から先日ラインをいただきました。がんの方は一通り

治療が終わり、予後も約 3 ヶ月ごとの定期検診で再発や

転移を中止しているところです。 

新潟は人口減少が顕著で、行政も民間も頑張っていま

すが、一部の中心地を除いて、空き家やシャッター扱い

が増えてきて寂しい感じです。新潟にもYMCAやワイズ

という声もありますが、相当困難だと思います。町田や八

王子なら十分可能性がありますね。私の任期中に八王

子のYMCAを作るという公約を果たせず申し訳ございま

せんでした。私は並木真さんがこれからのワイズや

YMCAを率いる有能な人材と思っております。いかがで

しょう酷暑が続きます。お体にお気をつけください。ありが

とうございました。」 

 

こども食堂・ほくの家 荒井永理さん 

子ども食堂「ほくの家」の荒

井です。よろしくお願いします。

子ども食堂が本業じゃなくて、

本業はデイサービスをやって

ます。高齢者の。 

あと私自身が鍼灸師の 2

代目なので、鍼灸とマッサージでケアをするのを、本格

的にコロナも落ち着いてきたので、ちゃんとやらなければ

と思っている最近です。 

皆さんのいろんな活動と若い方が多い会っていうのは

なかなかレアなので、素晴らしいなと思って今聞いており

ました。ありがとうございます。 

 

渡邉実帆さん（東京クラブ） 

皆さん、こんばんは。東京クラブの渡邉実帆です。住ま

いは静岡県の沼津市です。毎月1回の例会は新幹線

で東陽町まで行っています。ワイズに入ったのは20年ぐ

らい前ですかね。沼津クラブ

で20年ぐらいおりました。

色々ありまして、ちょうどコロナ

の前にやめて一年程ブランク

あったのですが、その後歌声

のつながりで世田谷クラブさ

んに入らせていただき、世田

谷クラブさんが解散してしまったので、どうしようかなと考

えたのですけれども、新幹線で通いたいから東京行くみ

たいな。おのぼりさんです。 

八王子クラブさんには前から一度訪問したいなと思っ

ておりました。中央大学のひつじぐもさんとのつながりが

すごくて、今日11人ってメンバー聞いてびっくりして、も

っと20人も30人もいらっしゃる大きなクラブだと思ってた

んですけど、ごめんなさい、11名って聞いて。ブリテンを

拝見すると、活動がとても素晴らしいので見習いたいな

って。やっぱりこの若い力って素晴らしいなって思いま

す。 

東京クラブの歴史は94年ありますけれど、うちの父と

同じなので覚えてるのですけど94歳。本当におじいさん

クラブになりました。でも、それではいけないと思って田中

先輩いらっしゃいますけれども、これからもやっぱり若い

力を何とかしたいなと思って、ぜひいろいろなことをご指

導いただきたいなと思います。よろしくお願いいたしま

す。今日はありがとうございます。 

 

中央大学経済３ ひつじぐも 高橋佑太くん  

 初めまして、中央大学経済学

部経済学科の高橋佑太と申しま

す。  

現在は3年生で、大学では、公共

経済学の理論を中心に学んでお

ります。  

今回参加させて頂いた理由としましては、私は普段社会

人の方と交流する機会が少ないので、このイベントを通じ

て皆様から貴重なお話をお聞きしたいと考えたからです。  

本日は宜しくお願い致します。 

 

長谷川あや子さん（八王子クラブ 

（クラブ紹介にて代返） 

 

 

 

 

 

 

 

 

深尾香子さん（多摩スマイルクラブ） 

（乾杯の挨拶にて代返） 
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B班 

 

小口多津子さん（八王子クラブ） 

お隣にいらっしゃる藤田先生主催のプランター講座に

もう７年通わせていただいて沢山

のことを学びました。 

私ここで申し上げたいのは、そ

のプランター講座にお誘いした

稲葉恵子さん、彼女はもう本当

に最初から畑作りが好きな方で

したから、本当に私以上にこの

講座にのめり込んでおられ、他

にもスマイルクラブの農園の手伝い、種の仕分け作業、

何回も多摩スマイルクラブに出席されました。お陰で、ワ

イメンになられ、八王子クラブに入会されました。 

1人をワイズにお誘いするということは、こういうことでは

ないかと思いました。周りのクラブの協力なくしては、何も

1人では誘うことは出来ないと実感しました。 

 

藤田 智さん（多摩スマイルクラブ 

多摩スマイルクラブの藤田と申し

ます。私は「高尾わくわくヴィレッ

ジ」に謝らなきゃいけないことがあ

ります。八王子クラブが毎年クリス

マスを行っている「八王子セミナ

ーハウス」では、ゼミ生のために、

お酒を持参しても大丈夫でした

が、「高尾わくわくヴィレッジ」で

は、それが駄目だったんですね。私は恵泉女学園大学

に勤めていて、「高尾わくわくビレッジ」でゼミ合宿をやっ

ているときに、ビールやお酒を購入し、スーパーの袋で

持ってったんですよ。そうしたら「わくわくビレッジ」の責任

者が出て来まして、怒られました。「なんだかんだ」言わ

れたので、「何か不都合なことでもありますか？」って言っ

たんですよ。そうしたら、いきなり恵泉女学園の理事長

「隅谷三喜男先生」の名前を出され、「怒られるぞ！」って

脅されたんですよ。それから「高尾わくわくビレッジ」にお

じゃまさせていただいた行った時は、「スーツケース」に

お酒を入れてわからないようにしてました！次回は、「八

王子クラブのクリスマス例会」でお邪魔いたします。今度

は持って行きませんから、よろしくお願いします。ありがと

うございました。 

 

寺沢邦彦さん（多摩スマイルクラブ 

私は多摩スマイルクラブの寺沢と申します。9か月間

はアメリカ・アイオワ州のワートバ

ーグ大学で教鞭をとり、夏の3～

4か月だけ町田の自宅に戻り、

皆さんとワイズクラブに参加して

います。まるで渡り鳥のような生

活です。 

 アイオワはアメリカのど真ん中

にあり、ケビンコスナーの野球選

手の映画『フィールド・オブ・ドリームス』の舞台としても有

名です。私はそのトウモロコシ畑に囲まれた場所で暮ら

しています。 アメリカではトランプ大統領の影響などもあり

「分断」とよく言われますが、すべてのキリスト教徒や福音

派が同じ考えではありません。移民や多様性を受け入れ

ようとする若いクリスチャンも多くいます。 

 どうぞ日本のマスコミのイメージだけにとらわれず、ぜ

ひアイオワにも遊びにいらしてください。お待ちしていま

す。 

 
為我井輝忠さん（多摩スマイルクラブ 

皆さん、こんばんは。私は東京

多摩スマイルクラブの為我井と申

します。ワイズ歴は5年ぐらいで

すので、本当にまだ20年も30

年も続けている方 と々比べると、

まだ子供みたいなものですね。 

昨年11月にBS代表としてネ

パールに行ってきました。3週間

という短い期間でしたけれども、

ネパールのワイズのグループの方 と々お会いすることが

できました。ネパールのことをいろいろ勉強することがで

きました。 

また、八王子クラブとは、今までいろいろな行事を通し

て参加してまいりましたけれども、また今後とも参加したい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 
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中央大学（文学３） ひつじぐも 小宮夏光さん 

中央大学国際ボランティアサークルひつじぐもの小宮

夏光と申します。学部は文学部で３年生です。 

実は、ひつじぐも内で最近

またイベントを企画しました。

前回今年の２月に、川口市

で多文化共通イベントという

ものをやったのですが、また

それとは別にイベントを開催

します。 

２月の時に八王子ワイズ

の方にお手伝いに来ていた

だいて子どもと触れ合い楽しむことができました。 

そして来年の２月に海洋問題について取り扱うイベン

トをするので、ぜひいらっしゃってくださると嬉しいです。 

 

中央大学（法律３）ひつじぐも 石原島伶名さん 

先ほどもご挨拶したのですが、中央大学ひつじぐも 3

年法学部で石原島伶名と申

します。ひつじぐもでは副委

員長を務めさせていただいて

て、ワイズの係の班長も務め

させていただいてます。 

ひつじぐもについては最近

の方で言うと、幹部の引き継

ぎが話として出ていています。今１年生がとても活発に活

動してくれていて、特に１年生は人数もすごく多いので、

今までは 2 年生から幹部をやってたのですが、１年生の

中でも中心のメンバーを作って活発化させていこうという

になりました。 

そういった中で、現在色々な取り組みを考えてます。こ

れからもワイズの皆さんと色々な活動ができるのを楽しみ

にしておりますので、どうぞよろしくお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慈有塾 副塾長 宮道 敬さん 

慈有塾の宮道敬と申します。よろしくお願いします。高

木実有という女性が代表ですが、多忙でこういう場に出ら

れないで、私が代表の代理

として出席しました。 

慈有塾っていうのは、無

料で学習支援を行っている

団体で、主に高卒認定試験

っていう、昔で言う大研です

がその受験支援、そしてそ

の後の大学受験、専門学校

進学など、その進学進路に合わせて支援も行っていま

す。  

最近力入れていることとして、特に去年から結構力を

入れているのが、ワイズの皆さんにこういうイベントにお誘

いに対し、生徒とともにみんなで参加することです。塾以

外の方 と々交流する機会はなかなか無いので、塾とし

て、また私個人としても、大人の方 と々交流し、優しい言

葉もかけていただき、その効果か生徒と先生すごい仲良

くなりました。慈有塾としてこれまで8年ぐらい活動してい

ますが、今までの中で今が一番乗りに乗っています。雰

囲気がとてもいいです。 

今まで地道に学習支援やっていましたけど、それにプ

ラスアルファして、この学生と生徒という近い年齢での仲

の良さに加え、更にワイズの皆さんの大人としての心温

かい雰囲気、これらがとても大きな力になっています。 

今後も塾の運営を頑張っていきますので、これからもこ

のようなイベントにお誘いいただけたら嬉しいと思います。よろし

くお願いします。 

 

望月隆珉さん（八王子クラブ） 

八王子の望月です。私はさっき

戦後 80 年って聞いたんですけ

どね。私は戦中派でもうとっくに

80 を過ぎましたけれども、ここで

若いワイズの皆さんと会ってる

んで若さをいただいています。

どうもありがとうございました。 
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C班 

並木信一さん（八王子クラブ 

八王子ワイズメンズクラブの並木信一と申します。 

私が、初めてワイズメン

ズクラブの会合に出たの

が、1965 年の，4 月。江東

ワイズメンズクラブの例会

でした。東京YMCAのスタ

ッフに採用され、初の配属

先が江東 YMCA だったも

のですから。 

そのときから６０年、思いは千々に乱れるところです。 

今日はどうもありがとうございました。 

 

小口多津子さん（八王子クラブ） 

 B班にて出演済み 

 

 峰 毅 さん（多摩スマイルクラブ） 

東京ＹＭＣＡとの共催で、山手コミュニティーセンター

に於いて、『認知症サポータ

ー養成講座』を、来年３月に

開催する予定にしています。

本日の合同例会と同じように、

養成講座も広くオープンにし、

部を越えて参加を呼び掛ける

ものです。 

認知症の方が７００万人を

越え、埼玉県全人口と同数と

なる中、認知症は身近な課題となっています。ご自身ま

た家族など大切な方の、その日に備え、無理のない形

でご参加ください。参加費は無料です。また講義時間も

１時間半と、参加しやすい内容となっています。 

 

 

 

石田孝次さん（多摩スマイルクラブ 

東京多摩スマイルクラブの石田と申します。今日は、

八王子クラブさんとの合同納涼会に参加できて大変嬉し

く思います。そして、大変

忙しい中「ほくの家」の荒井

さん、町田コスモスクラブの

山口和彦さんもご参加いた

だきありがとうございます。

それから慈有塾の宮道さ

ん、お忙しい中、慈有塾を

代表してご参加いただきあ

りがとうございます。 

 宮道さんには、先ほどのご挨拶の中で大変ありがた

いお言葉をいただきまして、我々支援している立場として

大変嬉しく思いました。今後ともよろしくお願いいたします。 

 それから、7月26日と27日の両日、多摩センターで

落合夏祭りが開催されました。その会場の出店ブースに

八王子クラブの稲葉さんが、お手伝いに駆けつけてくれ

ました。あの暑さの中、本当に助かりました。しかしながら、

ご本人は、風邪のため本日の納涼会に参加が叶わずと

言うことで非常に残念に思っております。 

八王子クラブのみんなさんには、

改めまして稲葉さんのご功労と感謝

の気持ちを心よりお伝えいたします。

稲葉さんに感謝の気持ちを直接お

伝え出来ないのは残念ですが、二

日目の会場の後片付けでは、午後8

時を過ぎ最後まで残って頑張ってい

ただきました。 

本当にありがとうございました。 

 

綿引康司会長 （多摩スマイルクラブ） 

多摩スマイルのわたひきです。一つ宣伝をさせていた

だきます。東京YMCAの熊

沢さんから絶対宣伝してこい

と言われましたのでよろしくお

願いいたします。 

チャリテーランが9月21日

にやります。ぜひ皆さんご参

加ご協力よろしくお願いしま

す。八王子クラブさんは一部

多分お出しになるんじゃない

かなっていうふうに思って期待をしております。他の皆さ

んもぜひ2000円の徒歩コースがありますので、それにご

参加いただきたいと思います。よろしくお願いします。以

上です 
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花輪宗命さん（八王子クラブ） 

八王子クラブの花輪でご

ざいます。 

今日はスマイルクラブを

はじめ、もう大変偉い方にご

同席いただきまして、本当に

ありがとうございます。 

感激で言葉が出ません。

ありがとうございました。 

これからも八王子クラブよ

ろしくどうぞお願いいたします 

 

久保田佐和子さん（八王子クラブメネット） 

八王子クラブの久保田メネットです。どうぞよろしくお願

いいたします。 

8月1日から熊本大会に

参加し、その後天草に行きま

したので、5日間八王子を留

守にしました。せっかく藤田

先生に教えていただいたお

野菜で落花生、モロヘイヤ、

バジルは大丈夫でしたがダメ

だったのが空芯菜とナスとゴ

ーヤです。 

残念でしたけれど先生にはいろいろお世話様になりま

した。ありがとうございます。 

 

大久保重子さん（八王子クラブ） 

八王子クラブの大久保重子で

す。 

いつもお世話様です。今日

の会合も並木さんにおんぶに

抱っこで、C班の担当のC班

でよかったなと思っています。

並木さん、いつもありがとうござ

います。 

 

西嶋健太さん（八王子クラブ・高尾の森わくわくヴ

ィレッジ館長） 

改めまして、八王子クラブ担

当主事の西嶋でございます。本

日、私の拙い司会進行ですけ

れども、お付き合いいただきあり

がとうございました。 

私、普段高尾の森わくわくビ

レッジにいるのですが嬉しかっ

たことがありました。よく行く飲み

屋があるんですけれども、そこで出会った若いお兄さん

がいまして、話を聞いたら、その方は障害児の子どもた

ちと関わる仕事をしているということでしたので、わくわくビ

レッジを紹介しました。するとつい先日、わくわくビレッジ

をご利用いただくことができました。私は普段飲み屋で

営業活動をしております。よろしくお願いします。 

 

福田勝江さん（八王子クラブ元会員） 漫談か？ 

自己紹介？長い90年生きて90のおばあちゃんよ。 

前振り？（よく

これちょっと

立たなくちゃ

なんない？

立つのが大

変なの皆 さ

ん聞いてくだ

さいよ。はい。

よいしょ。よこさないよいしょ。よいしょ。）皆さん、こんばん

は。みんなに聞こえてるこんばんは。あの、遅刻をしてし

まいましてごめんなさい。 

八王子ワイズを辞めたっていうよりもちょっとなんてなん

て言っていい。とりあえずあのラインとか、こういう会には

出席させていただいてます。今年90歳になりまして、11

月になると91歳です。終戦後、終戦後何年だったっけ、

終戦が昭和何年だっけ？20年。その昭和20年の時に

中国の天津から引き上げてきました。 

 小学校五年生でした。それからずっと日本におります

けれども、海外には5、6回行きました。最後の退職して

も私は戌年でちょろちょろしてないと自分の生活が落ち

着きませんので、退職して平山城址公園に住みました。

その時に山本さんの紹介でワイズメンズクラブというのを

知りましてそれでクラブに入会させていただきまして、そこ

で何年でしたかしら何年かいろいろ皆さんに教えていた

だいたりしたりしまして楽しく過ごしました。そのころ平山

城址公園に住んでおりましたけれども、ちょっと体の具合

を悪くして今、武蔵小金井に住んでおります。 

例会に出るのがちょっと難しくなりまして2年前退会い

たしましたけれども、ラインでは繋がっております。 中央

大学の生徒さんたちの活動や、いろいろなクラブの活動

を毎日チェックしておりまして、今日の会もラインで知りま

して出席しました。人生90年生きてますといろいろいろ

ありまして、今日も来る時にあの青梅行きの電車に乗っ

てしまいまして、また立川に戻りましてここに来ましたので

遅刻してしまいました。90歳のおばあちゃんですけれど

も、じっとしていることが嫌いで、ちょろちょろしておりまし

て、人生1回・１度の人生ですから自分ができることを精

一杯100%やって迎えに来てほしいと思いまして、今そう
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いう生活をしております。こういう大勢の皆さんの仲間に

入れていただくことが私にとっては一番の幸せですの

で、本当にありがたいと思います。ありがとうございます。

皆さんよろしくお願いいたします。 

 

小野 実さん（多摩スマイルクラブ） 

こんばんは。東京多摩スマイルクラブ担当主事の東京

YMCA職員ですけれども、小野実と申します。 

遅くなりまして申し訳ありま

せん。 

普段は国立市にあります医

療福祉専門学校の方を担当

しております。専門学校の募

集は非常に苦しいんですけれ

ども留学生など中心にですね、

将来、皆さんのお父さん、お

母さんのお世話をする介護福祉士、作業療法士を育て

ております。 

どうぞ今後ともよろしくお願いいたします 

 

山本英次さん（八王子クラブ） 

 私はブリテン編集担当として在

籍しております。本日は次号９月

のブリテンへの記事と写真の収集

に勤めております。合同例会特集

号として皆さんにご協力いただき

ながら、楽しんでいただけるような

内容にしたいと頑張ります。 

ハッピーバースデイ 

長谷川あや子会長 

8月生まれの方のお祝いをいたします。 

並木真メネットの並木美奈子さん、他に今日、ご参加の

方で8月生まれの方いらっしゃいますか？ 

多摩スマイルの小野実さん、・・・どうぞ前にいらして下さ

い。    （ハッピーバースデイを歌う） 

八王子クラブでは誕生月の方に図書券を差し上げてい

ます。ご自分の誕生月の時にはどうぞ八王子クラブ例会

にお越

し下さ

い。歓

迎いた

します。 

 

 

 

 

閉会の挨拶：綿引康司さま（多摩スマイルクラブ） 

まだ目の前に食べ物があると思います。お時間が多

少ありますのでゆっくりお召し上がりください。 

閉会のご挨拶をさせてい

ただきます。 

私たち多摩スマイルクラブ

は、これまで他クラブと合同

で例会を行ったことがありま

せんでした。 

私が会長を仰せつかった

のをきっかけに、ぜひ近隣の

クラブともっと交流を深めた

いと思い、まずこれまでもお互いのメンバーが行き来を

し、仲良しクラブである「八王子クラブ」さんに合同納涼例

会の声を掛けさせて頂きました。 

ワイズの活動は「楽しいことが第一」と考えますが、皆さ

ん本日は楽しかったですか！ 

これからもこのように八王子クラブと多摩スマイルクラブ

は仲良く活動をしていく所存です。 

これからもよろしくお願いいたします。 

乾杯！ 

語らい 
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大爆笑のうちに終宴しました。 

 

第３１回アジア・パシフィック地

域大会に参加して 
久保田貞視 

 2025年 8月１日から３日にかけて熊本市でアジア・パシ

フィック地域大会が熊本城会館であり、当クラブからは並

木真ワイズ、久保田ワイズとメネットの３人が参加しました

ので概要報告いたします。 

今回の参加者は 18 か国から 544 人、内外国のワイズ

135 人。AYC39人、内外国人16名加えると 583人と多く,

盛大な大会となりました。 

 第１日目は開会式でホスト委員長の田上地域会長、デ

ビッド・ルア大会委員長の挨拶に続き来賓として大西熊

本市長がご挨拶されました。 

まず、國際会長就任式では司式は藤井元國際会長が

執り行いエドワード・オングワイズ(シンガポール)が今期の

國際会長に就任。アジア太平洋地域会長就任式ではエ

ドワード・オング國際会長が司式執り行い、田上正ワイズ

がアジア太平洋地域会長に就任。基調講演はラオス国

名誉領事の京都パレスクラブの大野ワイズより、ラオスか

ら象を京都市動物園に持ち込むなどの交流を続け、今

回はYMCA,とりあえず東京YMCA国際ホテル専門学校

設立を提案されました。その後、ショートビデオコンテスト

作品披露と表彰が行われ、甲府２１クラブがコミュニテイ

部門で優勝。IBC 締結式は台北ユニオンと熊本ジェーン

ズでした。晩餐会は会場を日航ホテル熊本に移り、ジョウ

ン直前アジア太平洋地域会長の歓迎の挨拶の後、田口

日本ＹＭＣＡ同盟総主事の挨拶に続き、乾杯、そしてバ

レンタイン賞はインドのバシール元國際会長が受賞しま

した。 

その後、各区、各国のワイズによる多彩な演技が行われ

ました。 

大会に参加していたAYC参加者のひつじぐも岩崎葵

さんがテーブルに挨拶に来てくれました。 
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 第２日目は

エクスカーシ

ョン。５コース

に分かれて

グル-プを作

り、当クラブ

の３名は第１

コースの阿

蘇巡りツアー

に参加しまし

た。阿蘇の

高原を散

策、大觀峰

に登り、阿蘇

五岳とカルデラを眺望しました。夜の地域会長晩餐会で

は招待したAYC参加のユースはギター伴奏でカントリー

ロードを唄い、その後、全員で「YMCA」を歌い踊りまし

た。 

 第３日目 日曜礼拝の後に ISG Reports(国際書記長報

告)がありました。各地域のメンバー数、種々献金につい

て等スクリーンにそれぞれの表を映し、早口で報告があ

りました。メンバー数については世界で20,171人、インド

地域は5,900人、韓国地域が5,500人、アジア・パシフィ

ック地域が3,073人、欧州地域が4,470人と報告がありま

した。2020年の横浜国際大会の時は、世界で30,000人,

インド地域が10,000人、韓国を含めたアジア地域が

10,000人、欧州地域が5,000人、その他で、当時と比べ

てメンバー数は大幅に減少しています。諸献金は相変

わらず地域別ではアジア・パシフィック地域が常にトップ

でした。 

続いてユースAYC報告があり、３０人全員が一人一人

タイトルの「平和と社会」について感想を述べていました

が時間切れで半数のユースの発表で終わりました。その

後プロモーションで、2026年国際大会はUAEのドバイに

決まりましたがアジア・パシフィック大会は未定の由。閉

会宣言は田上会長が行い，蛍の光を斉唱して大会終了

となりました。 

 今回の感想：ホスト側は相当な努力と苦労をされて準

備万端、立派な大会となりましたが、折角外国から100人

以上の来訪者あったにもかかわらず、テーブルは殆ど日

本人だけで、その他のプログラムでも外国のワイズとの交

流が少なかったのは残念でした。IBCの高雄ポートクラブ

の林さんが第１日目の懇親会で同じテーブルになり友好

を深められたのが幸いでした。他に小生の場合は元の

アジア地域の役員同士での挨拶程度でした。 

 

第31回アジア太平洋地域大会 

に参加して                  
並木 真 

 ８月１日(金)～３日(日)熊本県熊本市で行われた、第３１

回アジア太平洋地域大会に参加しましたので、その様

子をリポートさせて頂きます。 

 初日、９時

過ぎに熊本

空港に降り

立ち、到着

ロビーにで

ると、すでに

大会の横断

幕をもって

当地ワイズ

の方がお出迎えをして下さり、思わず握手。まずは宿泊

のホテルに荷物を預けたら、熊本に行ったら食べてみよ

うと思っていた「太平燕」を食べに有名店へ行き、その味

を堪能しました。そして、アーケードの通りを歩き会場の

ホテル日航熊本へ。入口から熊本 YMCA のユースリー

ダーたちが笑顔で端々に立っておられて、暖かく誘導し

て下さいました。 

 すでにたくさんのメンバーが各国から入場されている中、

会場前方に台湾ワイズのジャケットの一群を発見したの

で、まず高雄ポートクラブから参加されている林さんご夫

婦を探し、

３月以来

の再会を

喜びまし

た。 

 開会式

では、各

地域のバ

ナー入場

後エドワ

ード・オン新国際会長（シンガポール）就任式、田上正新

アジア太平洋地域会長（熊本むさし）就任式が行われ、

終始落ち着いた空気に包まれ、終了の際にはあたたか

な拍手が送れられました。大野嘉宏・在京都ラオス名誉

領事（京都パレスクラブ）様の基調講演「ラオスに YMCA

を」は、いろいろなどんでん返しの中、それに負けない行

動力にただ驚かされました。大会後すぐにまたラオスに

向かって政府と協議するとお話していました。 

晩餐会は、とても楽しいものでした。１日目は高雄ポート

クラブの林さんと同じテーブルで一緒に食事を楽しみま

した。２日目は、熊本 YMCA 熊本キャンプで行っている

AYC のメンバーが来て、舞台で「カントリーロード」をギタ

加藤清正像 
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ー伴奏で歌ってくれました。東京八王子クラブから推薦

で参加している岩崎葵さんとも話をして、写真を撮りまし

た。余興でみんなで踊った「Y・M・C・A」や「おてもやん踊

り」も楽しかったですね。 

 熊 本の大自然を

感じさせ

てくれ

た エ

ク ス

カー

シ ョ

ンもと

ても良

かったです。

私と久 保田ご夫妻とも

に、阿蘇自然観光をしました。太古の噴火後の地形は

圧巻でした。 

 閉会式までがあっという間でした。式では AYC ユース

から「平和」について発表がありました。全員発表できな

かったのは残念でしたが、各人の熱い思いが伝わってき

ました。 

 今回の大会では、西日本区の方との出会いもあり、

AYC の様子も垣間みて、まさに「For Greater Joy!」の大会

でした。 

 

 

 

 

 

 

草千里にて 

 

 

東京YMCA便り 
担当主事 西嶋健太 

 
1. 8月1日～8月18日、東陽町コミュニティーセンタ

ーで、「長崎原爆被災写真」パネル展が開催され
た。長崎の原爆資料館所有の長崎原爆被災写真
パネル原子爆弾に関係する貴重な資料の展示を
通して、平和といのちの尊さを考える機会となった。 

2. 8月8日～8月12日、「キッズワールドカップ in韓
国」がソウルＹＭＣＡタラグォンキャンプ場で開催さ
れ、東京ＹＭＣＡからは小学生2人と引率スタッフ2
人が参加し、名古屋ＹＭＣＡのメンバーと一緒にチ
ームを組んだ。韓国・香港・日本の子どもたちが、サ
ッカー試合やレクリエーション、韓国文化体験等を
通して交流を深めた。 

3. 今夏、山中湖センター、野尻キャンプ、高尾の森わ
くわくビレッジを中心に宿泊キャンプと日帰りキャン
プを実施し、約600名が参加した。海外キャンプ
「ダイナミックサマー」は、ハワイ、ニューヨーク、ボス
トンの4コースに27名が参加し、無事に終了した。 

4. 7月21日～8月8日、東京ＹＭＣＡとパートナーシ
ップの関係のあるソウルＹＭＣＡからインターンとし
てKim Jae Seong氏を受け入れた。期間中、東陽町
センターの語学や国際プログラムを中心にボランテ
ィアスタッフとして活躍した。 

5. 今後の主な行事予定 
・「関東大震災 第102周年記念 追悼 合同早天礼拝」   
9月1日（在日韓国YMCA 9階国際ホール） 

   奨励： 李 明生牧師 
（日本福音ルーテル教会むさしの教会担任牧師／ル  
ーテル学院大学準教授） 
・「2025災害スタディ ～防災まち歩き」9月20日 東

陽町センター 
（共催：社会福祉法人 江東区社会福祉協議会） 

・「第39回インターナショナル・チャリティーラン」 
個人ウォーキング（オンライン）：9月20日～9月27日 
チームウォーキング（オンライン）：9月27日～10月5日 
駅伝大会（都立木場公園）：9月27日 
・「J.T.スウィフト主事＆ミラー主事墓前礼拝」（横浜ＹＭＣ

Ａ共催）10月25日 （横浜外国人墓地） 
・「ソウル・台北・東京ＹＭＣＡ指導者協議会」11月4日

～6日 会場：東京ＹＭＣＡ 
テーマ：「“Our Responsibility for the Future – To Leave No 

One Behind”」 
・「国際協力一斉街頭募金」11月15日 新宿駅周辺 

 
6. 深 悼 

磯部成文氏（東京ＹＭＣＡ名誉会員） 8月5日召天  
享年83 
香取良和氏（学校法人東京ＹＭＣＡ学院評議員・東京
ＹＭＣＡ名誉会員） 8月18日召天 享年85 

岩崎 葵さん 表彰 
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イエスは、「先生、永遠の命を得るには、どんな善いこと

をすればよいのでしょうか。」と尋ねてきた青年に、「命

に入りたいのなら、戒めを守りなさい。」と答えます。どん

な戒めか、と問う、青年に、イエスは答えます。「殺す

な、姦淫するな、盗むな、偽証するな、父と母を敬え,隣

人を自分のように愛しなさい。」そういうことは皆守ってき

た、という青年に、イエスはさらに言います。「もし完全に

なりたいのなら、行って、持ち物を売り、貧しい人々に与

えなさい。」青年はこれを聞いて、悩みながら立ち去りま

す。なぜなら、この青年は沢山の財産をもっていたから

です。 

 今月の聖句のイエスの言葉は、以上のイエスの言葉

に続くおはなしです。しかし、本当に、貧しく小さくされ

ている人々の傍らに立つためには、自分も貧しく小さく

ならなければならないのでしょうか。かって、自分が貧し

く小さなものでなければ、本当にはこの人々に連帯す

ることはできないのではないかと、考える自分がおり、そ

して、自分には出来るとの思いも。今は、この思いは変

化しています。 

しかし、財産を持つ人は、このことに負い目を覚え

て、本気で財産を処分しなければならないのでしょう

か。もしそうであるならば、貧しい人が一人増えるだけで

す。イエスは短絡的にこのようにいうはずはありません。 

貧しく、抑圧され、小さくされている人々の側に立つと

いうことは、同じく抑圧され、貧しく,なるということではな

く、自分の持てるものは捨てるのではなく、これを用いて

人々の願いの実現に惜しみなく協力すること。貧しくさ

れている人々の日々の願いに寄り添い、共感し、その

実現のために連帯し、協力することにある、と言えるの

ではないでしょうか。 

しかし、豊かさの恩恵にあずかっている人にとって

は、言葉以上に難しいことではありましょう。 

 

 

館長 西嶋健太 
 

朝夕にさわやかな風を感じる9月、皆様にはますます
ご健勝のこととお慶び申し上げます。夏のにぎわいを
経て、高尾の森わくわくビレッジでは、今年度の活動支
援プログラムが順調に推移し、進捗として過去最高を
更新しております。宿泊件数も同様に過去最高のペー
スで推移し、八月単月では前年対比139％に達しまし
た。これは数値を誇示するものではなく、私どもの取り
組みが多くの皆様に求められている証として、深い感
謝とともに受け止めております。 

夏休み期間中は連日多くの方にご来館いただきま
したが、おかげさまで大きな事故やけがもなく終えること
ができました。ご協力くださった皆様に厚く御礼申し上
げるとともに、今後も安全最優先の運営を徹底してまい
ります。 

 
体験型活動事業（旧・社会教育事業）では、3泊4

日のキャンプを二本実施し、参加者同士が自然の中で
学び合う貴重な時間となりました。東京都庁の職員の
視察を受け、また社会教育を学ぶ学生の実習も受け
入れるなど、現場での学びを共有する機会が広がって
おります。こうした交流は、私どもの活動の意義を見つ
め直し、次の一歩を確かなものにしてくれます。 

 
設備面では、8月より体育室の工事に着手いたしま

した。2026年度に向けて空調設備の導入と床の新調を
進め、四季を通じて快適・安全にご利用いただける環
境づくりを図ってまいります。あわせて、八王子市で活
動するパラアーティストの皆様の作品展示を館内で開
始しました。多様な「ちがい」に触れられるインクルーシ
ブな空間を育むべく、滞在のひとときに彩りと気づきを
お届けできれば幸いです。 

実りの季節に向け、皆様に選ばれる施設であり続け
るよう、スタッフ一同励んでまいります。引き続きのご理
解とご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。 

パラアーチストによるアート作品 

 
イエスは、「先生、永遠の命を得るには、どんな善いこ

とをすればよいのでしょうか。」と尋ねてきた青年に、「命

に入りたいのなら、戒めを守りなさい。」と答えます。どん

な戒めか、と問う、青年に、イエスは答えます。「殺すな、

姦淫するな、盗むな、偽証するな、父と母を敬え,隣人を

自分のように愛しなさい。」そういうことは皆守ってきた、と

いう青年に、イエスはさらに言います。「もし完全になりた

いのなら、行って、持ち物を売り、貧しい人々に与えなさ

い。」青年はこれを聞いて、悩みながら立ち去ります。な

ぜなら、この青年は沢山の財産をもっていたからです。 

 今月の聖句のイエスの言葉は、以上のイエスの言葉に

続くおはなしです。しかし、本当に、貧しく小さくされてい

る人々の傍らに立つためには、自分も貧しく小さくならな

ければならないのでしょうか。かって、自分が貧しく小さな

ものでなければ、本当にはこの人々に連帯することはで

きないのではないかと、考える自分がおり、そして、自分

には出来るとの思いも。今は、この思いは変化していま

す。 

しかし、財産を持つ人は、このことに負い目を覚えて、

本気で財産を処分しなければならないのでしょうか。もし

そうであるならば、貧しい人が一人増えるだけです。イエ

スは短絡的にこのようにいうはずはありません。 

貧しく、抑圧され、小さくされている人々の側に立つと

いうことは、同じく抑圧され、貧しく,なるということではなく、

自分の持てるものは捨てるのではなく、これを用いて

人々の願いの実現に惜しみなく協力すること。貧しくされ

ている人々の日々の願いに寄り添い、共感し、その実現

のために連帯し、協力することにある、と言えるのではな

いでしょうか。 

しかし、豊かさの恩恵にあずかっている人にとっては、

言葉以上に難しいことではありましょう。 

並木信一 

 

今月の聖句によせて わくわくヴィレッジ便り 
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ワイズ感謝会に参加して 

ひつじぐも三年 小宮夏光 

この度は、東京八王子・東京多摩スマイルとの合同例

会に参加させていただきありがとうございます。 

ひつじぐもと八王子ワイズメンズクラブの皆様とは長い

ご縁でお付き合いさせていただいている中で、このような

新たな門出を祝福し、新たなご縁をいただく機会に招待

していただき、大変嬉しく思っております。 

昨年度は並木真会長を中心に大変お世話になりまし

た。毎月の定期例会に加え、設立３０周年記念例会や八

王子街角募金、チャリティコンサートなどでご一緒に活動

する中で、八王子クラブの方々の温かさがいつも身に染

みております。並木真会長の人柄が体現された、非常に

暖かい場所だと感じております。今年度からは長谷川あ

や子さんが会長に就任されるとのことで、新たな門出に

改めて深く祝福申し上げます。長谷川さんがチャリティコ

ンサートの際、優しく声をかけてくださったのが印象的

で、そのお心遣いに触れ、八王子クラブの雰囲気の素

晴らしさを改めて実感いたしました。 

私はひつじぐもとして二年半、八王子クラブの方 と々

活動してまいりましたが、皆さんと集まり、ともに成長し、交

流し、時間を共有できる場所の貴重さを強く実感しており

ます。また、今回の感謝会で東京多摩スマイルクラブの

皆様とお話しする機会をいただき、とても有意義な時間

を過ごすことができました。お互いの活動について語り合

う中で、新たな気づきや興味関心が広がり、新鮮な経験

となりました。こうした機会を通して、ボランティア活動が

人と人を繋ぐ場であることを改めて感じることができ、大

変嬉しく思っております。 

改めまして、この度は合同例会にお招きいただきまし

たこと、心より感謝申し上げます。これからも八王子ワイズ

メンズクラブの皆様、そして東京多摩スマイルクラブの皆

様とのご縁を大切に、共に学び、支え合いながら活動し

てまいりたいと思います。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

８月クラブの例会報告   小口 多津子（書記） 

２０２５年８月第二例会・報告       2025／8／25小口 

日時：8月23日（土）18：00～ 北野事務所小会議室   

（敬称略）出席者：長谷川、稲葉、小口、久保田、花輪、

望月、並木（真）・・・７名 

「報告」 

①7／30～8／3 AYC（アジア・太平洋ユースコンボケー

ション）中大、岩崎葵さん参加 

② 8／1～3日 第31回アジア太平洋地域大会（熊本

久保田メン、佐和子、並木（真）参加。 

来年は、国際大会がアラブ首長国連邦ドバイで開催、そ

の翌年のアジア大会は、未定とのこと。 

③ ８／９（土）東京八王子と東京多摩スマイルクラブ合 

同例会、会場「北海道」八王子駅横 

司会：並木（信）、西嶋。 

参加者29名（内訳：八王子11名（長谷川、小口、並木

真、望月、久保田メン、佐和子、花輪、大久保、山本、並

木信、西嶋）多摩スマイル9名（石田、田中、深尾、綿

引、藤田、小野、峰、為我井、寺沢）、ビジター2名（東京

コスモス：山口、東京：渡邊）ゲスト4名（多摩スマイルクラ

ブ関係の慈有塾講師宮道、子ども食堂ほくの家 荒

井）、福田勝江、ひつじぐも3名（石原島、高橋、小宮） 

 内容：八王子クラブは、会長新旧引継ぎ式、長谷川会

長から並木真会長へ慰労感謝記念品贈呈、 

東京多摩スマイルクラブは、プランター野菜講座収益か

らの寄付金を慈有塾と子ども食堂への贈呈。会食、参加

者1分スピーチ。ハッピーバースデイ、諸報告。担当、C

班。 

「予定」 

① 9／5～7日YVLF（ユースボランティアリーダーズ・フ

ォーラム）富士山YMCAグローバル 

参加、ユース事業主任並木（真）、小口。テーマ「環境」。

主管は横浜Y. 現在ワイズ予定20名。 

②9／13日（土）pm6：00～ 北野事務所 「9月第一例

会」A班 

卓話：「脳とこころのふしぎな関係－無意識と意識」山口

和彦ワイズ（東京コスモスクラブ会長） 

終了後は、希望者で会食。駅前「たのしや」会費1500

円。 

③ 9月20日（土）勝沼、ぶどう棚納涼例会（甲府21クラ

ブ）参加：長谷川、久保田、花輪、並木真、小口、岡

垣（久保田友人）八王子発かいじ7号9：06。 

④ 9月27日（土）第39回東京YMCAチャリティーラン

2025、都立木場公園内 

ボランティア参加（長谷川、小口）、並木（真）。 参加は９

／8まで申し込み。詳細はチラシ。 

チーム参加エントリーは、八王子クラブ（3万円）と東京

ひつじぐも便り 
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先月の例会ポイント （8月） 
在籍            11名         切手               計    0g 

メン              10 名 

メイキャップ    1名 

出席率     100％          現金                      0円          

累計                 0円 

                          スマイル           12,400円   

                        累計           12，400円 

            オークション             0円 

9月ご誕生されたメンバー 

大久保重子さん １２日 

稲葉憲司さん  １７日 

 

YMサービス（7万円）を予定に、真さんから東京YMサ

ービスに打診。走者を募る。（ひつじぐも、わくわくビレッ

ジ等） 

個人参加（2000円）エントリーも募集中（ウオーキングアプ

リを使う）。 

⑤ 9月27～28日 第21回富士山例会（富士五湖クラ

ブ主催、富士山5合目佐藤小屋） 

富士五湖、サンライズ、武蔵野多摩3クラブ合同例会、

参加者、久保田メン、稲葉メン。 

⑥ 10月11日（土）pm6：00～ 北野事務所 B班。 

卓話：熊本AYCに参加して、 ひつじぐも岩崎葵さん、

支援金授与（あずさ部1万、クラブ2万） 

➆ 10月25日～26日 長野クラブ15周年記念会 栄

村中条温泉トマトの国 

出席、長谷川会長、久保田メン、お祝い金1万円。（クラ

ブ交流費） 

⑧ 11月8日（土） 11月第一例会 pm1時～3時 会

場：八王子ベテル教会 C班。 

卓話：「日本での百年カナダ・メソジストの歩み」お話：後

藤哲夫ワイズ（甲府21）  

「話合い」 

①第24回チャリティーコンサート準備経過報告（花

輪実行委員長） 

・会場のこと、既に予定の3月28日の北野市民センター

ホールは確保済み。 

コンサートチラシ内容： 

主旨、対人地雷・クラスター爆弾廃絶のために。 

3月28日（土）ｐｍ：4：00～ 八王子市北野市民ホール、

入場券1000円 

 出演者、山口佳子（ソプラノ）、矢崎貴子（ピアノ） 

 オペラ、カンツオーネ、日本の歌、みんなで歌おう。 

チラシ（1000枚）、チケット（500枚）、ポスター（30枚）印

刷、11月第二例会で配布。 

②じゃがいもファンド（十勝クラブ） 

個別で購入できるのは、3種入（じゃがいも、玉ねぎ、か

ぼちゃ）／箱・・2,268円（送料別） 

 申し込み期限9月13日。届け日は10月中 

 取りまとめ・・稲葉メンまで。 

今月の卓話 
 

9月卓話の要旨（山口ワイズ） 

  ＜要旨＞私たちの“こころ”は脳のはたらきによる

と考えられていますが、主にタンパク質と脂質でで

きている脳（見てみましょう）に、どのようにして“ここ

ろ”が生じるのか、ナゾのままですが、物質的に脳

が萎縮すると“認知症”になります。一方、脳のはた

らきの中には“意識”にのぼらないはたらきもあり、実

際に体験していただきたいと思います。認知症のリ

スクを減らすには、等についてもお話ししたいと思

います。 

 

 

今月の卓話者プロフィール 

「1953年、東京生まれ. 東大理

学部卒（在学中、目黒YMCAリー

ダー）. 大学院修了後、パデュ

ー大（アメリカ）、生理研（岡

崎）、杏林大（三鷹）、理研

（和光）で勤務後、現在、国立精神神経センター

（小平）客員研究員。専門は脳神経科学。今年度、

東京町田コスモスクラブ会長。 

 

 

 

 

 

 

      

 

    メネット    １名 

    ゲスト    ４名 

    ビジター   ２名 

   ひつじぐも  ３名 

 

 


